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　新しい仲間とかけがえのな

い夏を過ごしませんか？

　年齢も学校も違う仲間と一

緒に、カヌーや野外活動、キャ

ンプファイヤーなどのさまざ

まな体験ができる「青少年

リーダー育成研修会」の参加

者を募集します。

日時・内容

① ６月１８日（日）　午前９時～正午・「開講式・出会いのゲーム」

② ６月２５日（日）　午前９時３０分～正午・「班別活動（バンダナ作

り）」

③ ７月９日（日）　午前９時～午後３時・「アウトドアスポーツ体験研

修」

④ ７月２３日（日）　午前９時～午後３時・「卒業生企画研修」

⑤ ８月６日（日）　午前９時～正午・「宿泊研修説明など」

⑥ ８月１７日（木）～２０日（日）・「宿泊研修（野外活動・キャンプファ

イヤーなど）」

⑦ ８月２７日（日）　午前９時～午後３時・「閉講式・思い出アルバム

作り」

※ 都合により日時・内容が変更となる場合があります。

会 場　市役所、風の子・太陽の子広場、国立妙高青少年自然の家　ほ

か

対 象　市内在住の小学５年生～高校生

定 員　４２人（抽選）

費 用　８, ０００円（宿泊費等含む）

申 し込み　５月８日の午後５時までに電話またはファックス　２２－

９８３５で住所・氏
ふり

名
がな

・性別・電話番号・学校名・学年・参加経験

の有無を社会教育課へ

日 

時
　
５
月
28
日
（
日
）　
午

前
９
時
競
技
開
始
（
８
時
30

分
受
付
開
始
）

※ 

予
備
日
…
６
月
11
日
（
日
）

会 

場
　
市
民
球
技
場

対 

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
市
テ
ニ
ス
協
会
員

種 

目
　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

費 

用
　
１
ペ
ア
５
０
０
円

（
ボ
ー
ル
代
）

※ 

当
日
集
金

申 

し
込
み
　
５
月
１
日
ま
で
に

直
接
総
合
体
育
館
ま
た
は

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
（
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
）

各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

そ 

の
他
　
大
会
上
位
入
賞
者
は

青
梅
市
代
表
と
し
て
対
外

試
合
に
派
遣
さ
れ
る
対
象

選
手
に
な
れ
ま
す
。

詳 

細
　
市
テ
ニ
ス
協
会
　
若

林
☎
０
９
０
・
２
１
７
３
・
　

９
２
６
７

問 

い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課

　
青
梅
市
と
羽
村
市
で
は
共

同
事
業
と
し
て
両
市
の
中
学

生
を
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広

島
へ
派
遣
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
心
で

感
じ
取
り
、
主
体
的
に
発
信

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

青
梅
・
羽
村
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

と
を
目
的
と
し
て
、
ピ
ー
ス

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
事
業
を
今
年

度
も
実
施
し
ま
す
。

派 

遣
期
間
　
８
月
４
日
（
金
）

〜
６
日
（
日
）
の
２
泊
３
日

※ 

滞
在
中
は
、
被
爆
体
験
者
の

お
話
を
聞
い
た
り
、
広
島
市

　市では、自主的な文化芸術活動を行う団体の事業を支援します。
補 助対象事業　次の①～④のすべてに該当する事業
① 文化芸術活動を通した集客・交流の促進、人材育成、子どもたちが参
加する文化芸術活動等、地域活性化やアートによるまちづくりに寄与
すること
② 原則として、事業が青梅市の区域内で開催され、広く市民に公開され
ること
③ 非営利であること
④ 政治または宗教活動とかかわりのないこと
補 助内容　補助対象事業経費の２分の１以内、かつ限度額５０万円
申 請書類　市立美術館、社会教育課（市役所３階）で配布
※ 市教育委員会ホームページ（美術館のページ）からダウンロードも可
申 請方法　４月３０日までに必要な書類を添付して市立美術館へ持参
※月曜日は休館
そ の他　補助の可否は、青梅市まるごとアート支援事業選定委員会の審
査により決定します。

事業説明会を開催します
　申請方法、対象事業、対象経費等の詳細について説明会を開催します。
応募を予定する団体の方は、ぜひご参加ください。
日 時　４月２３日（日）　午前１０時～１１時ごろ、午後２時～３時ご
ろ

会 場　市立美術館会議室
問 い合わせ　市立美術館☎２４－１１９５

青梅市まるごとアート支援事業募集

―
網
代
痕
と
指
紋
、

木
の
葉
痕
―

喜
代
沢
遺
跡
出
土
品
を
調
べ
て

　
縄
文
時
代
は
約
１
万
年
間

続
き
、
草
創
期
か
ら
早
期
、

前
期
、
中
期
、
後
期
、
晩

期
ま
で
６
つ
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
期
か

ら
晩
期
（
約
４
千
年
か
ら

２
千
３
０
０
年
前
）
に
該
当

す
る
遺
跡
が
、
市
内
駒
木
町

の
喜き

代よ

沢さ

わ

遺
跡
で
す
。

　
こ
の
時
代
に
は
、
精せ

い

製せ

い

土

器
と
い
う
文
様
や
器
面
の
仕

上
げ
な
ど
、
美
し
く
作
ら
れ

た
従
来
の
土
器
に
加
え
、
粗そ

製せ

い

土
器
と
い
う
、
煮
た
り
沸

か
し
た
り
す
る
機
能
だ
け
を

追
求
し
た
土
器
が
並
行
し
て

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
遺
跡
で
出
土
し
た
土

器
の
中
に
粗
製
土
器
も
多
く

含
ま
れ
、
底
部
の
か
け
ら
も

あ
る
な
か
、
そ
の
裏
側
に
あ

る
痕
跡
が
残
さ
れ
た
特
殊
な

物
を
３
点
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
。

　
写
真
左
側
は
、
縄
文
人
の

指し

紋も

ん

が
つ
い
た
ま
ま
焼
か
れ

た
粗
製
土
器
で
、
底
部
の
角

に
小
さ
な
割
れ
が
入
り
、
そ

れ
を
補
修
し
た
時
に
付
い
た

ま
ま
焼
か
れ
て
残
っ
た
も
の

と
推
測
し
ま
す
。

　
写
真
中
央
は
底
部
に
葉
の

跡
が
あ
り
、
葉よ

う

身し

ん

部
分
の
葉よ

う

脈
み
ゃ
く

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
右
側
は
、
底
部
に
竹

や
篠し

の

な
ど
を
板
状
に
細
く
削

り
、
隙
間
無
く
編
ん
だ
網あ

じ

ろ代

の
痕
跡
が
残

さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
に
粘

土
を
押
し
当

て
る
と
、
当

時
の
網
代
が

解
明
で
き
、

そ
の
使
用
実

態
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
網
代
痕
は
大
変
鮮
明

で
、
土
器
の
重
さ
や
水
分
蒸

発
量
、
網
代
の
素
材
に
も
関

係
す
る
な
か
、
土
器
を
乾
か

す
た
め
に
置
い
た
時
に
付
い

た
も
の
か
、
成せ

い

形け

い

の
際
、
作

業
台
上
で
回
転
し
や
す
い
よ

う
に
小
形
の
物
を
敷
い
た
の

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
木
の
葉
を
敷
く
こ
と
で

も
同
様
の
機
能
と
な
り
ま

す
。

　
土
器
の
底
部
は
無
文
が
多

い
な
か
、
こ
の
遺
跡
の
土
器

底
部
に
は
網
代
痕
が
多
く
、

現
代
の
私
た
ち
に
、
網
代
を

使
っ
て
い
た
こ
と
や
指
先
を

巧
み
に
使
っ
て
土
器
を
作
製

し
て
い
た
こ
と
、
木
の
葉
を

使
っ
て
作
業
の
一
工
程
を

行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当

時
の
文
化
の
一
面
を
土
器
に

付
け
た
痕
跡
に
よ
り
伝
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
土
器
は
郷
土
博

物
館「
青
梅
市
の
文
化
遺
産
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

　
５
月
７
日
（
日
）
に
予
定
さ

れ
て
い
た
東
青
梅
セ
ン
ト
ラ
ル

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
温
水

プ
ー
ル
開
放
事
業
は
お
休
み
と

な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
民
間
温
水
プ
ー
ル
開
放
日
変
更

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課

在
籍
す
る
中
学
生

※ 

市
立
中
学
生
は
各
学
校
で
の

募
集
と
な
り
ま
す
。

※ 

過
去
に
本
事
業
に
参
加
し
た

方
を
除
き
ま
す
。

応 

募
資
格
　
平
和
に
関
心
の
あ

る
方
▽
心
身
と
も
に
健
康

で
、
協
調
性
に
富
み
、
規
律

あ
る
団
体
行
動
が
で
き
る

方
▽
青
梅
市
お
よ
び
羽
村

市
が
合
同
で
実
施
す
る
事

前
研
修
（
７
月
７
日
、
14
日

の
夜
、24
日
の
午
前
・
午
後
）、

出
発
式
（
７
月
27
日
の
夜
）、

事
後
研
修
（
８
月
11
日
・
15

日
の
午
前
・
午
後
）、
派
遣

報
告
会（
８
月
20
日
の
午
前
・

午
後
）
に
参
加
で
き
る
方

（
事
前
研
修
お
よ
び
事
後
研

修
は
青
梅
市
ま
た
は
羽
村

市
で
実
施
）
▽ 

派
遣
後
に

報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

募 

集
人
数
　
３
人

費 

用
　
個
人
負
担
な
し

選 

考
方
法
　
作
文
審
査
と
面
接

▼ 

作
文
…
テ
ー
マ
を
１
つ
選
択

し
、
所
定
の
原
稿
用
紙
に

８
０
０
字
程
度
の
作
文
を

作
成
し
て
、
申
込
書
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
原
稿
用
紙
は
、
申
込
書
と

一
緒
に
配
布
し
ま
す
）

▼ 

面
接
…
５
月
14
日
（
日
）　

午
前
（
面
接
時
間
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

申 

し
込
み
　
５
月
10
日（
消
印
）

ま
で
に
青
梅
市
役
所
総
合

案
内
（
市
役
所
１
階
）、
秘

書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図

書
館
で
配
布
す
る
募
集
案

内
を
お
読
み
の
う
え
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
貼
付
し
て
作
文
と

青
梅
市
の
文
化
遺
産
４

土
器
底
部
が
伝
え
る
文
化
の
一
面

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

鈴
木
晴
也

青 少 年 リ ー ダ ー 育 成 研 修 会

FAX

▲被爆体験談を聞く

一
緒
に
秘
書
広
報
課
広

聴
・
国
際
交
流
担
当
へ
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
募
集
案
内
、
申
込

書
、
原
稿
用
紙
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
秘
書
広
報
課

広
聴
・
国
際
交
流
担
当

の
中
学
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
す
る

ほ
か
、
広
島
平
和

記
念
資
料
館
等

の
見
学
、
平
和
記

念
式
典
へ
の
参

列
等
を
行
い
ま

す
。

募 

集
対
象
　
青
梅
市

内
在
住
で
青
梅

市
立
中
学
校
以

外
の
中
学
校
に


